
 1 

2,4-ジニトロフェノール（CAS no. 51-28-5） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

2,4-ジニトロフェノールの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告におい

て、抗甲状腺ホルモン作用を示すことが示唆された。 

  

(１)抗甲状腺ホルモン作用 

 van den Bergら(1991)によって、2,4-ジニトロフェノールについて、ヒトトランスサイレチンを

用いた結合阻害試験(非標識サイロキシンの IC50値0.04μMが検出可能な濃度の標識サイロキシ

ン共存下)が検討されている。その結果として、2,4-ジニトロフェノールは、100μM(=18,400μg/L)

の濃度において結合を阻害(阻害率 71～100%)した。 

  

示唆された作用 
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（平成 25年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 2-3より抜粋） 

 


